
一般社団法人日本障害者カヌー協会 

競技委員会運営規程 

 

 

（総則） 

 第 1 条  

本規程は、一般社団法人日本障害者カヌー協会(以下｢本会｣という)の競技委員会（以下「委

員会」という。）について定める。 委員会、当協会定款第 40 条に基づく専門委員会とし、

委員会の組織、活動方法などはこの規程の定めるところによる。   

 

（目的）  

第２条   

この規程は競技力強化を目的として設置する競技委員会の運営に関する基本事項を定める

ものである。カヌー競技に関連するあらゆる事案について、当協会に登録する強化スタッフ

及びアスリートの意見を取りまとめ、当協会の意思決定機関である理事会に報告とともに、

各種スタッフやアスリートの育成並びにカヌースポーツ及びパラスポーツの普及発展に寄

与することを目的とする。 

 

（事業） 

第 3 条 競技委員会は次の事業に関して審議し、理事会の承認を経てこれを実施する。 

（１） 選手競技関連事業の企画、運営に関すること。 

（２） 選手競技関連事業に係わる情報収集に関すること。 

（３） 協会の定める海外派遣選手及びその他強化対象選手の選出に関すること。 

（４） 競技の啓発と普及発展、選手発掘に関すること。 

（５） その他、日本障害者カヌー協会の目的達成に必要なこと。 

 

（協議事項） 

第 4 条  

委員会は、理事会の諮問に応じ、または委員の発案により第 3 条の事業内容以外に次の各

事項について協議し、強化スタッフ及び対象選手を代表する意見をとりまとめて理事会に

報告する。 

（１） アンチドーピングの教育や啓発に関すること 

（２） クラス分けの教育に関すること 

（３） 競技・強化環境の改善や整備に関すること 

（４） パラリンピックムーブメントの推進活動に関すること 

（５） サポート環境の整備・改善に関すること 



（６） スタッフや選手の社会貢献や国際貢献・交流、地位向上に資すること 

（７） 選手のセカンドキャリアの支援に関すること 

（８） カヌーの社会的役割や価値の向上に寄与すること 

（９） 協会主催事業に協力しカヌーの普及発展に寄与すること 

（10） ＪＰＣ各種専門委員会との協力・連携に関すること 

（11） その他、理事会から依頼されたカヌー競技に関すること 

 

（委員の選出） 

第 5 条 委員長は委員の中から選出し、理事会の承認を経て会長が委嘱する。委員は、強化

スタッフ・理事・競技経験者ならびに学識経験者から選出されたものの中から、理事会の承

認を経て会長が任命する。なお、強化スタッフの選出に関する必要な事項は別途定める。 

 

（構成） 

 第 6 条  

委員会の構成は、次のとおりとする。 

委員長 1 名 

副委員長 1～2 名 

委員  

 

（委員長・副委員長の職務） 

第 7 条 委員長はこの委員会を代表し、この会の事業を統括する。 副委員長は委員長を補

佐し、委員長に事故ある時にはその職務を代行する。 

 

（委員の資格） 

 第 8 条  

（１） 協会登録者でパラスポーツの発展に寄与し、自己研鑽を行えること  

（２） 本会に関する活動に際して懲戒処分その他の不利益処分を受けたことがないこと 

（３） 委員は、礼節を尊重し社会的規範を守り、全選手の規範になる行動ができること 

（４） 委員は定められた会議に出席し、公正な立場で意見を述べること 

（５） 委員は理事会の方針に従い、選手強化及びスタッフ育成に努めることを誓約する

こと 

（６） 委員は日本代表チームとしてチームビルディングに努め行動できること 

 

 (任期) 

第 9 条  

（１） 委員長、副委員長、委員の任期は 1 年とする。ただし再任を妨げない。 



（２） 委員長、副委員長または委員が、補欠または増員により選任された場合の任期は、

前任者または現任者の残任期間とする。 

（３） 委員長、副委員長及び委員は、任期が満了しても、後任者が選任されるまでは、そ

の職務を行う。 

 

（委員会の会議開催） 

 第７条   

（１） 委員会は、年 1 回以上開催するものとし、競技に関する事業開始 2 か月前までに

委員長が招集する。委員は必要によりいつでも委員会の開催を求めることが出来る。 

（２） 会長、副会長、理事及び事務局長は、会議に出席し意見を述べることができる。 

 

（議長と委員会運営） 

 第８条   

（１） 委員長、副委員長、委員の過半数の出席を持って成立とし、委員長がその議長の任

を行うものとする。 

（２） 委員会を開催する際は、その委員会の議事録を残し理事会に提出することとする。 

 

（決議） 

 第９条   

（１） 委員会は委員の過半数が出席し、その過半数他分野のものが出席する形で構成さ

れなければならない。但し、参加できない場合は同じ分野から委任者を選出することが

できる。 

（２） 委員会の議決権は、各分野１票とする（委員長に議決権はない。） 

（３） 議案は、議決権の 3 分の 2 以上の賛成をもって決議されることとする。 

（４） 決議された内容は理事会に提出し、理事会によって最終決議され承認される。 

 

（活動計画等） 

 第１０条   

（１） 委員長は、年間の活動計画を担当者に策定を指示するものとし、11 月末までに作

成し理事会に提出する。承認された後、その計画より予算を事務担当者が策定する。年

間活動計画事業の実施及び予算については、理事会の承認を得なければならない。 

（２） 各事業活動の詳細（予算含む）は事業前に競技委員会によって議論した上で決定す

る。事業実施期間中に変更がある際には予算の範囲内で変更することとする。 

（３） 委員会の活動（会議を除く）にあたっては、当協会旅費規程に準ずる。 

 

（事務局） 



 第１１条   

委員会の事務は事務局が行う。 

 

附則 

（１） この規程の改廃は、理事会の決議による 

（２） この規程は 2021 年 12 月 1 日より施行する。 

 

 

 


